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　2014年秋以降、次々に発表された RCTの結果、前方循環系の主幹動脈閉塞による急性期脳梗塞に対し、rt-PA静注療

法などの内科治療に加えて、Stent Retrieverを用いた血管内治療を行うことで、内科治療単独よりも、90日後の日常

生活自立度が有意に改善することが示された（文献 1）。当院では、2014年 6月から Solitaire、Trevoを中心に Stent 

Retrieverの使用を開始し、以前に比べ良い治療成績を得ている。Stent Retriever導入以前は、2010年 4月からMerci

リトリーバー、2011年 6月からは Penumbraシステムを使用していた。現在当院では Stent Retrieverを第一選択とし

ているが、Penumbraシステムについては Stent Retrieverが中心になった今でも、術者の得手や好みで選択あるいは併

用することがある。ここでは厳密な研究デザインではないが、日常的なリアルワールドの現場レポートとして、当院で行っ

た血栓回収療法における、Stent Retrieverを使用した場合と、使用しない場合での治療成績を比較した結果を報告する。

TREVO PROVUE Retriever Technical Assistant

はじめに

TRETA  Vol.8

脳神経センター 大田記念病院 脳神経外科

大田　慎三 先生

Trevo® Retrieverリアルワールドでの
の実力 TICI2b/3　mRS 0-2と の獲得率～～



NV00020129.AA | Page 1 of 4TRETA Vol.8 TREVO PROVUE Retriever Technical Assistant

大田 慎三 先生
脳神経センター 大田記念病院 脳神経外科リアルワールドでの の実力

TICI2b/3 mRS 0-2～ の獲得率～と
Trevo®Retriever

Copyright © 2016 Stryker
AP001336.AA | Page 2 of 4

Stent Retriever使用群と非使用群の比較 （n=181）

症例数（％）
年齢　中央値（四分位範囲）
男性（％）
既往歴
　　脳卒中/一過性脳虚血発作
　　高血圧
　　糖尿病
　　脂質異常症
　　心房細動
　　喫煙中
脳卒中の原因
　　心原性梗塞
　　アテローム血栓性梗塞
　　不明・その他
脳卒中前のmRS≦2　（％）
最初のNIHSSスコア
　　中央値（四分位範囲）
血管梗塞の部位（％）
　　内頚動脈
　　中大脳動脈
　　前大脳動脈
　　椎骨/脳底動脈
　　後大脳動脈
　　その他
rt-PA静注療法併用（％）
使用機器（重複使用含む全数）
　　Merci
　　Penumbra
　　Solitaire
　　Trevo
　　Revive
　　UK
　　CAS
　　PTA
　　Intracranial stent

   107
75（66-82）
58（54.2）

16（15.0）
79（74.5）
30（28.3） 
55（51.9） 
58（54.2）
19（18.4）
　
77（72.0）
23（21.5）
  7（6.5）

100（93.5）

14.5（7-22）

22（20.6）
64（59.8）
14（13.1）
  2（1.9）
  3（2.8）
  2（1.9）
39（36.4）

  1（0.9）
11（10.3）
42（39.3）
56（52.3）
12（11.2）
  3（2.8）
  7（6.5）
10（9.3）
     0

     74
76（65-82）
39（52.7）

22（29.7）
61（82.4）
29（39.2）
28（37.8）
37（60.0）
21（28.4）

53（71.6）
19（25.7）
  2（2.7）
63（85.1）

18.5（10-25）

32（43.2）
31（41.9）
  9（12.2）
  1（1.4）
      0
  1（1.4）
22（29.7）

48（64.9）
35（47.3）
      0
      0
      0
10（13.5）
  7（9.5）
12（16.2）
  2（2.9）

0.016
0.209
0.126
0.063
0.578
0.119
0.443

0.066

0.06

0.347

使用群 非使用群 p値

表 1

分析対象

　2010年 4月から 2016年 4月の期間、当院にて急性期
脳梗塞に対し血栓回収術を行った 181例を対象に、Stent 
Retriever（Trevo、Solitaire、Revive）を使用した症例（使用群）
と、Stent Retrieverを使用せず他の血栓回収療法を行った症
例（非使用群）の予後と転帰を比較した。主だった特性につ
いて、両群の差を検定した結果を表 1に示した。（検定方法は
それぞれの変数特性に応じて選択）
　Stent Retriever使用群は 107人、非使用群は 74人
であった。両群の特性で統計的な有意差（p<0.05）があっ
たのは脳卒中／一過性脳虚血発作の既往のみであり、既
往ありの症例は非使用群が有意に多かった。有意ではな

いが脂質異常症は使用群でやや多く、脳卒中前のmRS
スコア、最初の NIHSSスコアから、非使用群の方が
脳卒中重症度はやや高い傾向があった。rt-PA 静注療
法併用の割合は両群で有意差はなかった。なお、Stent 
Retriever使用群と非使用群におけるこれらの特性の違
いは、偶然に生じたものである。
　Stent Retriever使用群に、Merciリトリーバー使用
1人、Penumbraシステム使用 11人が含まれているが、
これは先に述べたように Stent Retrieverと併用した症
例である。
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 TICIグレード

Fisher正確確率検定　p=0.015

～2a

2b-3

20

87

26

48

 使用群
(n=107)

 非使用群
(n=74)

mRSスコア

Fisher正確確率検定　p=0.0001

0～2

3～6

56

51

17

57

 使用群
(n=107)

 非使用群
(n=74)

mRSスコア

Fisher正確確率検定　p=0.019

2点以上悪化

それ以外

59

48

54

20

 使用群
(n=107)

 非使用群
(n=74)

0％

使用群（n=107）

非使用群（n=74）

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

2b-3 ~2a p<0.05

0％

使用群（n=107）

非使用群（n=74）

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

0~2 3~6 p<0.01

0％

使用群（n=107）

非使用群（n=74）

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

2点以上悪化 それ以外 p<0.05

TICIグレードの比較
TICIグレードの比較

90日後のｍRSスコアの比較

術後90日時点で、脳卒中前からmRSが2点以上悪くなった人数の比較

ｍRSスコアの比較

術後90日時点で、脳卒中前からｍRSが2点以上悪くなった人の比較

81.3％

64.9％

52.3％

23.0％

55.1％

73.0％

表 2 図 1

図 2

図 3

表 3

表 4

転帰の比較

　症例の転帰について、再灌流の評価をmodified TICI grade 
(TICIグレード )、および 90日後の障害の程度をmodified 
Rankin Scale (mRS)で評価した結果を両群で比較した。また、
脳卒中前のmRSのスコアから術後 90日の時点で 2点以上悪
化した人数を比較した。
1.再灌流の評価　（表 2、図 1）
　以下、表 2および図 1のように、TICIグレードによる評
価では、TICI grade 2b-3の割合は Stent Retriever使用群で
は 81.3％、非使用群では 64.9％で、非使用群に対し使用群
が有意に高かった。最新の RCTによる報告は、それぞれ対
象選択の基準や方法が異なるので単純に比較はできないが、
TICI grade 2b-3の割合はそれぞれMR CLEAN で 59％、 
ESCAPEで 72.4％、 EXTEND-IAで 86％ SWIFT PRIMEで 
88.0％である（文献 1）。当院の結果は、これらと比較して
も遜色ないものである。

2.90日後の障害の程度　（表 3、図 2）
　90日後の転帰良好（mRS0-2）の達成率は、治療終了時
の TICI gradeと関連すること、RCTの報告から、rt-PA 静
注療法を含む内科治療に加えて Stent Retrieverを用いる

と、内科治療単独の場合よりも 90日後の日常生活自立度が
有意に改善することが示されている（文献 1）。表 3、図 2
は当院のデータで、90日後のmRS0-2を達成した症例数を
Stent Retrieverとその他の血栓回収療法で比較したもので
ある。先に示したとおり、両群において内科治療を併用した
症例の割合に差はなかったが、TICIグレードでの比較よりも
明らかに、使用群の予後が有意に良好であることがわかる（使
用群 52.3％に対して非使用群 23.0％）。対象の特性として、
脳卒中／一過性虚血発作の既往者が非使用群で有意に高かっ
たこと、有意差はなかったものの脳卒中前のmRS≦ 2の割
合が使用群で 93.5％と、非使用群 85.1％に比べて高かった
ことは、ある程度結果に影響しているかもしれない。

3. 脳卒中前のmRSのスコアから術後 90日の時点で 2点以上
　悪化した人数　（表 4、図 3）　
　表 4と図 3は、脳卒中発症前から比べてmRSが 2点以上
高くなった（状態が悪化した）人数を両群で比較した結果で
ある。使用群 55.1％に対して非使用群 73.0％と、非使用群
が有意に多かったことは、ある程度手技結果に影響している
かもしれない。
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まとめ

　以上の結果から、本報告における対象は、脳卒中／一過性虚
血発作の既往者が Stent Retriever非使用群に多いという特性
はあるものの、血栓回収療法として Stent Retrieverの使用は、
Stent Retriever導入以前の血栓回収療法（当院の場合、主に
Merciリトリーバーと Penumbraシステム）に比べて、

　Penumbraと Stent Retrieverの成績の違いは、まず手技の
容易さの違いがあると考えている。Penumbraは太いカテー
テルであり、性能が良くなったとは言えマイクロカテーテルよ
りは頭蓋内にカテーテルを送るために技術が必要である。そ
のため経験の少ない術者には操作がやや難しい。一方、Stent 
Retrieverはマイクロカテーテルを挿入することにより使用可
能で、難易度が低めである。
　また、当院では手技を単純化し、準備と操作の時間を省くた
めに、極力 Penumbraと Stent Retrieverとの併用を避けてい
る。基本的に Intermediateカテーテルは必要ないものと考え
ている。ステント展開時には、ステントを 1/3長開いた後、ス
テントプッシュのみで残り 2/3を展開することにより、血栓の
中にステントが強く拡がり、血栓を十分に捕捉することが可能
である。その後のステントを引く操作は、途中の引っ掛かりに
注意すれば比較的安全に回収することができる。動脈硬化が強

PenumbraシステムからTrevo第一選択へ

① より良い再灌流率が得られた
② 90日後の患者状態が良好であった
③ 発症前に比べて 90日後の状態が大きく悪化した人の割合が
　 低かった

いケースでは時に強く Stent Retrieverが引っ掛かり、血管が
直線化してしまうことがある。その場合は、Stent Retriever
を少しリシースすることにより引っ掛かりを解除することが可
能である。
　各社 Stent Retrieverはそれぞれ形状の特徴はあるが、血栓
を回収し易いようにステント形状に工夫が加えられており、比
較的経験の少ない術者でも安全性が高く、確実に血栓を絡めと
ることができる。特に Trevo® XP ProVue Retrieverは、Ｘ線
透視下での視認性が向上しているため、血栓の絡み具合を予想
することが可能であり、術者の経験に頼る部分が少なくて済む
（図 .4）。また、Trevoは種類が豊富で多くのケースに対応でき
るため、第一選択として使用することが多い。
　以上、当院における急性期血栓回収術における Stent 
Retriever第一選択の治療方針を記述した。

図 4
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